
中国地方のアドベンチャーツーリズム推進に向けた調査業務

◯ ウィズ・コロナ時代において、観光においても密集を回避した旅行形態を求める等、旅行者のニーズも変化してきている。

そんな中、自然・文化といった我が国の豊富な地域資源を活用し、日本の本質を深く体験・体感でき、３密を避けた

体験ができる旅行形態として「アドベンチャーツーリズム（以下AT）」を推進することは、国内外の観光客の消費額増

加や満足度向上に繋がることが期待されている。

◯ 来たるインバウンドの回復に向け、中国地方においてもＡＴ推進にかかる準備をすすめる必要がある

事業背景 ※ATとは、「自然」、「アクティビティ」、「文化体験」の３要素のうち２つ以上で構成される旅行

事業目的

①中国管内の訪日外国人に対するATコンテンツを把握する

②中国管内のATコンテンツ全体や個々の課題を明らかにする

③今後、ATコンテンツが対応すべき改善策等を明らかにする

アドベンチャーツーリズム

「自然」・「文化」・「アクティビティ」の
要素を組み合わせた旅行形態

本事業では以下３つの目的を掲げる。

事業スキーム

（１）コンテンツの情報収集

（２）コンテンツの課題整理

（３）専門家派遣

（４）情報発信手法の検討

（５）成果報告会

（１）コンテンツの情報収集の内容

アドベンチャーツーリズムの定義の再整理、観光協会・観光コンベンション協会への

アンケート調査、OTA等のWEBサイト調査、専門家へのヒアリング調査

（３）専門家派遣

第1回：現場確認、現状・課題整理→地域の意向把握→現状のタリフ確認

※すぐに実践できそうな対応策はこの場で助言する

第2回：第１回派遣の振り返り、対応策・改善点の確認、今後のレベルアップに向けた助言
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